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１０月２８日から11月7日にかけて、岡山県(2農場)、北海道(2農場)、
香川県及び茨城県の養鶏場で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）が発生
しました。国内養鶏場での１０月からの発生は異例の早さです。殺処分
の対象羽数が208万羽に達しており、昨シーズン11月の処分羽数を既に
超える事態となっています。
今シーズンは野鳥からのHPAIウイルス検出も続いていることから、環

境中のウイルス量が多く、今後も全国各地で続発する可能性が高いと思
われます。
熊本県では、毎年１１月から翌年４月末までを、「高病原性鳥インフ

ルエンザ特別防疫対策期間」として、HPAI発生予防及び早期発見などの
防疫対策を強化しています。
鶏飼養者の皆様におかれましては、飼養衛生管理基準の遵守等による

農場内へのHPAIウイルス侵入防止対策の再確認をお願いします。

高病原性鳥インフルエンザが国内で発生しました。

＜令和４年（２０２２年）シーズンの鳥インフルエンザ発生状況＞
（１１月８日時点、農林水産省HPより）



近隣諸国における悪性伝染病発生情報

韓国や台湾など近隣諸国では依然として悪性家畜伝染病が発生しています。地域
全体で衛生水準を上げる事が重要です。
防災情報や家畜伝染病発生情報を配信しています。

下記アドレスもしくは右のQRコードより、登録用ホームページへ！
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/56061.html

毎月20日はくまもと家畜防疫の日

令和４年10月北海道において馬パラチフスが発生しました

近隣諸国における海外悪性伝染病発生状況

病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

高病原性
鳥インフルエンザ

（HPAI）

H5N1 韓国

野鳥 令和4年10月13日

種アヒル 令和4年10月17日

肉用種鶏 令和4年10月21日

H5 韓国 肉用アヒル 令和4年10月26日

令和４年(2022年)１０月２８日現在

令和４年10月17日、北海道十勝において馬パラチフスが発生
しました。北海道から馬を導入された所有者の方、あるいは導入
予定の皆様におかれましては、馬パラチフスによる流産に注意し
てください。

馬パラチフスとは…
○ Salmonella Abortusequiというサルモネラ属菌の感染が
原因で、主に妊娠馬に流産を起こす疾病です。
○保菌馬が牧場に導入され、その馬が流産または排菌し、そ
の菌に汚染された飼料や水を経口的に摂取することで感染し
ます。
○流産は、胎齢５～8か月に多く、流産胎子や胎盤、悪露には
多量の菌が含まれており、感染源となります。
○有効なワクチンが無いため、まん延の予防には、感染源の
適切な処置、感染馬の隔離及び飼育環境の消毒が重要です。

引用：北海道十勝家畜保健衛生所 https://www.tokachi.pref.hokkaido.lg.jp/ds/khe/

流産胎児 馬房の消毒


